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調査の概要 

調査目的 

令和６年度から令和８年度を実施期間とする「久留米市第９期高齢者福祉計画及び

介護保険事業計画」策定の基礎資料とすることを目的として、市内の施設・居住系事業

所に対し、利用者の入居・退居の状況についてアンケート調査を実施しました。 

 

調査対象 

久留米市内の施設・居住系事業所 

 

調査期間 

令和５年１月５日から令和５年１月 27日まで（令和４年 10月１日時点） 

※調査対象期間は令和３年 10月１日～令和４年９月 30日の１年間 

 

調査方法 

郵送による配布・回収 

 

配布・回収状況 

対象 配布数 回答数 回答率 

施設居住系サービス事業所等 177 141 79.7％ 

 

調査分析結果利用上の注意 

 回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。ま

た、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならな

い場合があります。 

 複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるか

という見方になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 
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調査結果の総括 

本調査のポイント 

本調査は、過去１年間で施設・居住系サービスから居所を変更した方の人数や、その

理由等を把握し、施設・居住系サービスでの生活の継続性を高めるために必要な機能

や、外部サービス資源との連携等を検討するものです。 

 

施設・居住系サービスでの生活の実態 

事業種別を回答した市内 134 事業所のうち、グループホームが 39 事業所（定員 657

人）、住宅型有料老人ホームが 32事業所（定員 1,194人）などとなっており、入所・入

居者のうち特養待機者が多いのは、介護老人保健施設に 36人、グループホームに８人

となっています。 

 

各事業所の待機者のうち、本市内の方は、全体で 1,092人となっており、特別養護老

人ホームに 358人、地域密着型特別養護老人ホームに 224人、グループホームに 201人

などとなっています。（重複待機者や資格喪失者含む可能性あり。） 

 

居所変更の実態 

過去１年間の退居・退所者に占める居所変更と死亡の状況は、134事業所で居所変更

した方が 1,032名（57.6％）、死亡した方が 760名（42.4％）、サービス種別に見ると、

施設で死亡した方が多い（看取りまでを行っている可能性が高い）のは、介護医療院が

83.9％、広域特養が 76.7％、地密特養 64.1％などとなっています。 

 

居所変更の理由と医療処置の状況 

居所変更した理由を事業所ごとに複数回答で聞いた設問では、医療的ケア・医療処置

の必要性の高まりをあげる事業所が 111事業所（82.8％）と多数を占めており、現在の

居所で医療的ケア・医療処置を受けることが出来れば、住み続けられる可能性が高まる

ものと考えられます。 

 

今後は、介護人材の確保が困難になると見込まれる中、地域の施設・居住系サービス

で最後まで暮らし続けるために、多様なサービス・事業所が連携し、いかにして機能を

強化していくかが重要になると考えられます。 
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考察 

特養やグループホームなどは入所率が 90％を超える一方、住宅型有料老人ホームや

サービス付き高齢者向け住宅などには一定の空きがあることが分かります。より効率

的に既存の高齢者向け住宅を活用するためには、高齢者向け住宅の種類や役割、サービ

スなどについての説明や周知などの取組みが重要です。 

 

現在の住宅や施設を退去する方の多くは、医療的なケアや処置を提供できる医療機

関や介護医療院などへ移っており、アンケートにおいても、高齢者向け住宅や施設等か

ら居所を変更した理由として最も多かった回答は、「医療的ケア・医療処置の必要性の

高まり」（141施設中 111施設）となっています。 

 

現在の住宅や施設での暮らしを続けるためには、居所を変更することなく、医療的な

ケアや処置を受けられるような仕組みの整備や、医療分野と介護分野が連携した取り

組みが重要であると考えられます。 
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調査回答施設の基本情報 

サービス種別の事業所の状況 

令和４年 10月１日時点のサービス種別を回答した 134事業所（未回答７事業所）の内訳は、

グループホームが 39事業所、住宅型有料老人ホームが 32事業所などとなっています。 

 

定員数でみると、住宅型有料老人ホームが 1,194 人、介護老人保健施設が 695 人、グルー

プホームが 657人などとなっています。入所・入居者のうち、特養待機者は、介護老人保健施

設に 36人、グループホームに８人、サービス付き高齢者向け住宅と特定施設にそれぞれ１人

となっています。 

 

各施設の、住宅型有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅などには一定の空床があ

りますが、認知症グループホームや特別養護老人ホームは空床に対する待機者数の倍率が高

くなっています。 

 

ただし、待機者数については、同一人物が複数の施設等に申し込みをしている場合、待機者

がすでに別の施設に入所している場合、死亡しているなどの場合を全て正確に把握できてい

るわけではありません。 

 

種別 

（略称） 

事業所

数(か所) 

定員数

(人) 

入所・

入居者

数(人) 

空床 待機者数 特養待

機者数

(人) (人) 

入所・

入所率 全体(人) 

うち 

市内(人) 

うち 

市外(人) 倍率(倍) 

住宅型有料 32 1,194 938 256 78.6% 50 41 9 0.2 0 

軽費ホーム 8 299 276 23 92.3% 34 26 8 1.5 0 

サ高住 12 456 388 68 85.1% 51 46 5 0.8 1 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 39 657 628 29 95.6% 214 201 13 7.4 8 

特定施設 7 316 293 23 92.7% 40 24 16 1.7 1 

地密特定              

老健 8 695 581 114 83.6% 18 15 3 0.2 36 

介護医療院 3 170 155 15 91.2% 6 6 0 0.4 0 

広域特養 11 609 575 34 94.4% 454 358 96 13.4 0 

地密特養 14 381 375 6 98.4% 225 224 1 37.5 0 

計 134 4,777 4,209 568 88.1% 1,092 941 151 1.9 46 

  

指定事業所なし 
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居所変更の状況について 

過去 1年間の退居・退所者に占める居所変更・死亡の割合 

過去１年間の退居・退所者に占める居所変更と死亡の状況は、134事業所で居所変更し

た方が 1,032名（57.6％）、死亡した方が 760名（42.4％）となっています。 

 

サービス種別に見ると、施設で死亡した方が多い（看取りまで行っている可能性が高い）

のは、介護医療院が 83.9％、広域特養が 76.7％、地密特養 64.1％などとなっています。

一方、老健や軽費では、死亡した方が少なくなっています。 

 

種別（略称） 居所変更(人) 死亡(人) 合計 

住宅型有料 122 (43.1%) 161 (56.9%) 283 

軽費ホーム 37 (78.7%) 10 (21.3%) 47 

サ高住 69 (54.3%) 58 (45.7%) 127 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 88 (46.8%) 100 (53.2%) 188 

特定施設 34 (52.3%) 31 (47.7%) 65 

地密特定           

老健 570 (87.6%) 81 (12.4%) 651 

介護医療院 15 (16.1%) 78 (83.9%) 93 

広域特養 45 (23.3%) 148 (76.7%) 193 

地密特養 52 (35.9%) 93 (64.1%) 145 

計 1,032 (57.6%) 760 (42.4%) 1,792 
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居所変更した理由 

事業所ごとに、居所変更した理由の１位～３位までの回答を得たところ、１位～３位ま

でに「医療的ケア・医療処置の必要性の高まり」をあげる事業所が 111 事業所（82.8％）

と多数を占めています。それ以外では、「必要な身体介護の発生・増大」と「認知症の症

状の悪化」がそれぞれ 39 事業所、「費用負担が重くなった」が 38 事業所などとなってい

ます。 

 

施設別にみると、「医療的ケア・医療処置の必要性の高まり」について特養（広域・地

密いずれも）やグループホームの比率が高く、「費用負担が重くなった」は住宅型有料老

人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、グループホームの比率が高くなっています。 
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39 

39 

111 

44 
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0 20 40 60 80 100 120

必要な支援の発生・増大

必要な身体介護の発生・増大

認知症の症状の悪化

医療的ケア・医療処置の必要性の高まり

上記以外の状態像の悪化

状態等の改善

必要な居宅サービスを望まなかったため

費用負担が重くなった

その他

住宅型有料 軽費ホーム サ高住 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 特定施設 地密特定 老健 介護医療院 広域特養 地密特養

n=70 n=22 n=30 n=83 n=19 n=0 n=19 n=6 n=19 n=29

必要な支援の発生・増大 1.4% 22.7% 3.3% 2.4%

必要な身体介護の発生・増大 11.4% 27.3% 10.0% 18.1% 21.1% 10.3%

認知症の症状の悪化 14.3% 22.7% 23.3% 8.4% 21.1% 10.5% 5.3% 10.3%

医療的ケア・医療処置の必要性の高まり 32.9% 27.3% 30.0% 42.2% 36.8% 31.6% 50.0% 52.6% 41.4%

上記以外の状態像の悪化 22.9% 3.3% 13.3% 10.5% 10.5% 16.7% 26.3% 20.7%

状態等の改善 1.4% 1.2% 36.8% 10.5%

必要な居宅サービスを望まなかったため 4.3% 6.7% 16.7%

費用負担が重くなった 11.4% 23.3% 14.5% 10.5% 10.5% 16.7% 5.3% 17.2%
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受けている医療処置別の入所・入居者数 

受けている医療処置別の入所・入居者数では、経管栄養が 176 人、喀痰吸引が 142 人、

インスリン注射が 78人、酸素療法が 71人などとなっています。 

 

割合は、施設ごとの入所者数に対する医療処置を受けている人の割合を示しています。 

 

  

点滴の管理 1人 (0.1%) 1人 (0.2%) 2人 (0.7%) 28人 (4.8%) 16人 (10.3%) 3人 (0.5%) 3人 (0.8%) 54人 (1.3%)

中心静脈栄養 1人 (0.1%) 1人 (0.3%) 1人 (0.2%) 1人 (0.3%) 4人 (0.1%)

透析 25人 (2.7%) 4人 (1.4%) 4人 (1.0%) 1人 (0.2%) 2人 (0.7%) 2人 (0.3%) 1人 (0.3%) 39人 (0.9%)

ｽﾄｰﾏの処置 6人 (0.6%) 1人 (0.4%) 3人 (0.8%) 2人 (0.3%) 6人 (2.0%) 6人 (1.0%) 3人 (0.5%) 3人 (0.8%) 30人 (0.7%)

酸素療法 8人 (0.9%) 2人 (0.7%) 5人 (1.3%) 6人 (1.0%) 5人 (1.7%) 26人 (4.5%) 9人 (5.8%) 4人 (0.7%) 6人 (1.6%) 71人 (1.7%)

ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ

気管切開の処置 1人 (0.1%) 2人 (0.5%) 3人 (1.9%) 6人 (0.1%)

疼痛の看護 2人 (0.2%) 1人 (0.4%) 20人 (6.8%) 2人 (0.5%) 25人 (0.6%)

経管栄養 23人 (2.5%) 14人 (3.6%) 1人 (0.2%) 2人 (0.7%) 25人 (4.3%) 62人 (40.0%) 39人 (6.8%) 10人 (2.7%) 176人 (4.2%)

ﾓﾆﾀｰ測定 2人 (0.3%) 2人 (0.3%) 3人 (1.9%) 7人 (0.2%)

褥瘡の処置 18人 (1.9%) 6人 (1.5%) 8人 (1.3%) 9人 (3.1%) 28人 (4.8%) 8人 (5.2%) 15人 (2.6%) 7人 (1.9%) 99人 (2.4%)

ｶﾃｰﾃﾙ 11人 (1.2%) 4人 (1.0%) 3人 (0.5%) 1人 (0.3%) 13人 (2.2%) 12人 (7.7%) 9人 (1.6%) 5人 (1.3%) 58人 (1.4%)

喀痰吸引 20人 (2.1%) 16人 (4.1%) 2人 (0.3%) 30人 (5.2%) 50人 (32.3%) 16人 (2.8%) 8人 (2.1%) 142人 (3.4%)

ｲﾝｽﾘﾝ注射 17人 (1.8%) 4人 (1.4%) 13人 (3.4%) 8人 (1.3%) 1人 (0.3%) 14人 (2.4%) 7人 (4.5%) 10人 (1.7%) 4人 (1.1%) 78人 (1.9%)

n=4,209
サービス種別

n=581 n=155 n=575 n=375n=938 n=276 n=388 n=628 n=293

老健 介護医療院 広域特養 地密特養 合計地密特定住宅型有料 軽費ホーム サ高住 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 特定施設
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参考資料 

退去した人の要支援・要介護度 

 
 

居所変更した理由（第 1位） 

 

  

サービス種別

自立 4 (0.2%) 1 (2.9%) 2 (2.2%) 2 (3.4%) 9 (0.6%)

支1 1 (0.5%) 3 (8.6%) 6 (6.5%) 10 (0.7%)

支2 1 (0.5%) 2 (2.2%) 3 (2.0%) 3 (5.2%) 9 (0.6%)

介1 20 (10.1%) 4 (11.4%) 13 (14.0%) 18 (11.9%) 7 (12.1%) 88 (14.6%) 1 (1.1%) 1 (1.4%) 152 (10.5%)

介2 35 (17.7%) 12 (34.3%) 14 (15.1%) 25 (16.6%) 13 (22.4%) 117 (19.4%) 3 (3.2%) 2 (1.3%) 221 (15.2%)

介3 34 (17.2%) 9 (25.7%) 12 (12.9%) 35 (23.2%) 12 (20.7%) 165 (27.4%) 8 (8.6%) 39 (25.7%) 16 (22.9%) 330 (22.7%)

介4 67 (33.8%) 5 (14.3%) 18 (19.4%) 39 (25.8%) 9 (15.5%) 152 (25.2%) 31 (33.3%) 57 (37.5%) 25 (35.7%) 403 (27.7%)

介5 36 (18.2%) 26 (28.0%) 31 (20.5%) 12 (20.7%) 81 (13.4%) 50 (53.8%) 54 (35.5%) 28 (40.0%) 318 (21.9%)

申請中 1 (2.9%) 1 (0.1%)

合計 198 35 93 151 58 603 93 152 70 1,453

合計住宅型有料 軽費ホーム サ高住 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 特定施設 地密特定 老健 介護医療院 広域特養 地密特養

25.0%

6.3%

62.5%

16.7%

12.8%

14.3%

7.1%

3.1% 40.6%

12.5%

33.3%

51.3%

42.9%

25.0%

63.6%

42.9%

12.5%

8.3%

15.4%

33.3%

9.1%

14.3%

37.5%

6.3% 6.3%

5.1%

14.3%

12.5%

21.9%

41.7%

15.4%

28.6%

25.0%

66.7%

27.3%

35.7%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住宅型有料(n=32)

軽費(n=8)

サ高住(n=12)

GH(n=39)

特定(n=7)

地密特定(n=0)

老健(n=8)

療養型・介護医療院(n=3)

特養(n=11)

地密特養(n=14)

必要な支援の発生・増大 必要な身体介護の発生・増大

認知症の症状の悪化 医療的ケア・医療処置の必要性の高まり

上記以外の状態像の悪化 状態等の改善

必要な居宅サービスを望まなかったため 費用負担が重くなった

その他 無回答
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居所変更した理由（第 2位） 

 

 

居所変更した理由（第 3位） 

 

  

8.3%

6.3%

8.3%

20.5%

14.3%

7.1%

9.4%

62.5%

33.3%

7.7%

28.6%

12.5%

9.1%

7.1%

18.8%

37.5%

33.3%

38.5%

57.1%

37.5%

1000.0%

27.3%

42.9%

28.1%

2.6%

12.5%

18.2%

7.1%

37.5%

9.1%

8.3%

15.6%

7.7%

9.1%

7.1%

3.1%

8.3%

7.7%

7.1%

18.8%

15.4%

27.3%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住宅型有料(n=32)

軽費(n=8)

サ高住(n=12)

GH(n=39)

特定(n=7)

地密特定(n=0)

老健(n=8)

療養型・介護医療院(n=3)

特養(n=11)

地密特養(n=14)

必要な支援の発生・増大 必要な身体介護の発生・増大

認知症の症状の悪化 医療的ケア・医療処置の必要性の高まり

上記以外の状態像の悪化 状態等の改善

必要な居宅サービスを望まなかったため 費用負担が重くなった

その他 無回答
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37.5%

5.1%

12.5%

12.5%

5.1%

28.6%

7.1%

18.8%

25.0%

10.3%

28.6%

12.5%

14.3%

12.5%

25.0%

8.3%

12.5%

9.4%

10.3%

28.6%

12.5%

18.2%

21.4%

3.1%

2.6%

12.5%

9.1%

3.1%

8.3%

33.3%

3.1%

58.3%

17.9%

14.3%

12.5%

33.3%

28.6%

6.3%

25.0%

15.4%

37.5%

18.2%

28.1%

33.3%

33.3%

54.5%

28.6%
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住宅型有料(n=32)

軽費(n=8)

サ高住(n=12)

GH(n=39)

特定(n=7)

地密特定(n=0)

老健(n=8)

療養型・介護医療院(n=3)

特養(n=11)

地密特養(n=14)

必要な支援の発生・増大 必要な身体介護の発生・増大

認知症の症状の悪化 医療的ケア・医療処置の必要性の高まり

上記以外の状態像の悪化 状態等の改善

必要な居宅サービスを望まなかったため 費用負担が重くなった

その他 無回答
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